
標準化機関



日本の標準化組織との関係



二種類の国際標準化手法への理解（演繹と帰納の手法の違い）

デファクト標準（寡占化を目指す私的標準=帰納的な”結果”標準）
市場競争の結果、広く使われるようになった（標準化された）規格のこと
例：Sony Walkman
使い勝手の良さ、新規性、等、顧客に対する魅力、購買欲を刺激。市場を寡占状態にして
標準を構築し寡占化する。自由主義経済の帰結。

デジュール標準（共通化を目指す公的標準=演繹的な”原因”標準）
世界的に著名な国際標準化機関、地域／国家標準化機関、国内標準化機関（工業団体）な
どで標準という名前で登録された（標準という呼称を与えられた）規格のこと。
最近では、製品を開発する前に、関係するStakeholderを集め、合議の上で標準を策定する。
例：ACCシステムの標準化
各OEMがACCの仕様を持ち寄り、その仕様全体をCoverする標準を策定

ただし、最近このデジュール標準に、各国の市場寡占を目的とした排他的、政治的な動き
が散見されるようになってきた。

大まかな標準化の分類



【WTO/TBT協定】
Agreement on Technical Barriers to Trade「貿易の技術的障害に関する協定」の通称

各国が独自に定める規格や認証制度が、外国製品の流通を不必要に妨げないよう
にするために、国際規格に基づいて国内規格を策定することや、規格策定の透明
性を確保することなどを定めている。

アジア地域
インド，インドネシア，カンボジア，シンガポール，スリランカ，タイ，大韓民国，台湾，中
華人民共和国，日本，ネパール，パキスタン，バングラデシュ，フィリピン，ブルネイ，ベト
ナム，香港，マカオ，マレーシア，ミャンマー，モルディブ，モンゴル，ラオス

北米地域
アメリカ合衆国，カナダ

中南米地域
アルゼンチン，アンティグア・バーブーダ，ベネズエラ，ウルグアイ，エクアドル，エルサル
バドル，ガイアナ，キューバ，グアテマラ，グレナダ，コスタリカ，コロンビア，ジャマイカ，
スリナム，セントビンセントおよびグレナディーン諸島，セントクリストファー・ネーヴィス，
セントルシア，チリ，ドミニカ，ドミニカ共和国，トリニダード・トバゴ，ニカラグア，ハイ
チ，パナマ，パラグアイ，バルバドス，ブラジル，ベリーズ，ペルー，ボリビア，ホンジュラ
ス，メキシコ

加盟国 世界で150以上にのぼる。

製品を輸出する際に問題となるWTO/TBT協定とは？



欧州地域（NIS諸国を含む)
アイスランド，アイルランド，アルバニア，アルメニア，欧州共同体（EC），イタリア，ウクライナ，英国，
エストニア，オーストリア，オランダ，カザフスタン，ギリシャ，キプロス，キルギス，グルジア，クロア
チア，スイス，スウェーデン，スペイン，スロバキア，スロべニア，タジキスタン，チェコ，デンマーク，
ドイツ，ノルウェー，ハンガリー，フィンランド，フランス，ブルガリア，ベルギー，ポーランド，ポルト
ガル，マケドニア，マルタ，モルドバ，モンテネグロ，ラトビア，リトアニア，リヒテンシュタイン，ルー
マニア，ルクセンブルク，ロシア

アフリカ地域
アンゴラ，ウガンダ，エジプト，ガーナ，カーボヴェルデ，ガボン，カメルーン，ガンビア，ギニア，ギ
ニアビサウ，ケニア，コンゴ共和国，コンゴ民主共和国，ザンビア，シエラレオネ，ジブチ，ジンバブエ，
スワジランド，セネガル，セーシェル，コートジボワール，タンザニア，チャド，中央アフリカ，チュニ
ジア，トーゴ，ナイジェリア，ナミビア，ニジェール，ブルキナファソ，ブルンジ，ベナン，ボツワナ，
マダガスカル，マラウイ，マリ，南アフリカ共和国，モザンビーク，モーリシャス，モーリタニア，モ
ロッコ，リベリア，ルワンダ，レソト

大洋州地域
オーストラリア，サモア，ソロモン，トンガ，ニュージーランド，バヌアツ，パプアニューギニア，フィ
ジー

中東地域
アフガニスタン，アラブ首長国連邦，イエメン，イスラエル，オマーン，カタール，クウェート，サウジアラ
ビア，トルコ，バーレーン，ヨルダン

現在の主要な自動車市場を形成する国々（欧米日中）
これから自動車市場が形成される国々（BRICKS、Asia諸国）
将来自動車市場が形成される国々（アフリカ諸国）
殆ど全ての国がWTO（World Trade Organization）に加盟しておりTBTの適用
を受けざるを得ない



ISO策定後は、「デファクト化」や「強制規格化」で大きなビジネスインパクトを発揮



WTO TBT

標準をビジネスツールとして使用した例

目的のすり替えで国際標準獲得

Felica存続の危機



欧米の自動車メーカー、というかヨーロッパの自動車メーカーを中心にした自動車メーカー7
社(メルセデス・ベンツ、BMW、フォルクスワーゲン、アウディ、ポルシェ、GM、フォード)
が昨年、コンボ方式という別方式を提案し、この方式による標準化を目指す方針を明らかに
した。ISOに提案 [欧州がチャデモを排除するためISO国際規格として成立]

チャデモは、開発の段階から世界中に普及させることを目標にしてスタートした。2009
年秋には、チャデモの開発チームが、主に米国を中心とする標準化の団体であるSAE 
International（自動車技術者協会）に規格提案を行い、翌2010年に電気・電子機器に関す
る国際標準機関であるIEC（国際電気標準会議）に提案した。[日本は他の国際標準を取得]

IEC 国際規格 ISO国際規格



標準の規格作成ステップ



自動運転の標準化に関する国内組織とその連携 ISO TC204 WG14



自動運転の標準化に関する国内組織とその連携 ISO TC22

日本議長国



自動運転の標準化と基準化に関する国内組織とその連携

標準基準



経済産業省国土交通省

JASIC
自動車基準認証

国際化研究センター
JISC

日本工業標準調査会

JAMA
日本自動車工業会

【国際基準】
自動車基準調和

世界フォーラム（WP29)  

【国際標準】
国際標準化機構
（ISO・IEC等)

自動車技術総合
機構/交通安全
環境研究所OICA-TC

（自動運転TF）

自動運転基準化研究所

国際標準検討会

規格会議

JSAE
自動車技術会

規格運営委員会

規格委員会

自動運転標準化検討会

国内審議団体承認
（ISO/TC22,  TC204）

ITS
標準化委員会

技術委員会

SIP

自動操舵専門家
会議（ACSF）国内

対応会議

自動運転分科会
（ITS/AD）国内

対応会議

自動運転検
討会

安全性評価環境づくり
検討WG

ISO TC22
ISO 

TC204

Regulation Standard

自動走行ビジネス検討会

基準・標準連携
戦略策定連携

Task Force Task Force

自動運転標準化委員会のMission
各種国内委員会との連携
自動運転に関わる国際標準化戦略策定

JASPER
MoU

高度自動運転システムの標準化、基準化に関する国内委員会



標準のDraftの構成 （ISO TC204 WG14の例）LKASの場合

１：Scope 本標準が扱うシステムの範囲

2：Normative Reference 参考にする他のISO等の文献
3：Terms and Definitions

4：Classification

5: (Functional) Requirements

6：Performance evaluation test methods

 LKASの場合、車線の内側にシステムを留める機能を持つ。
 アクチュエータは車両のYaw Momentを制御することができる事。
 車線はVisible Lane Markingが前提

Draftに使用する用語及び定義

Systemの機能限界によりPerformanceが変わる分類

Systemの作動領域、作動限界、Warning等の規定
 60km < 作動車速 < 各国の法定最高車速
 レーン逸脱幅30㎝以下、ただし大型車は１ｍ以下
 最大発生横加速度<0.3G
 逸脱警報を持つ場合、警報は表示 and（音又は触覚）

各国のシステムの仕様が異
なる場合に論議となる

どの様なシステムを包
含するか論議となる

 計測環境：温度、湿度、天候、照度
 レーン逸脱計測可能機器があるか否か
 加速度センサーの位置で生じる誤差

テストコースの有無、計測条件、計測可能

各国にてTest条件を満足できるの
か？精度は確保できるか



実際の標準策定の例

Shall文章の重要性
Forward Vehicle Collision Warning System前車衝突警報システムにおける警報
の種類に関するFunctional Requirement

日本提案：警報は必ず2種類の警報を持ってしなければならない [shall 表現]
（１）一つは視覚
（２）残りの一つは触覚又は聴覚
欧州提案：警報は視覚情報を持ってしなければならない [shall 表現]

他の警報手段はOEMの任意とする [may表現]

【背景】
日本
国土交通省の技術指針で日本提案を義務付けている。
欧州車が視覚警報だけで製品を日本に投入した場合に、技術指針と矛盾を生じる。
欧州
欧州は消費者が音、触覚の警報は煩わしいとして嫌うので、視覚警報だけに留めたい。
US
中立

標準は、規定文章が全てであり、標準を規定した理由は一切示されない。
標準の文章の一次採択は、会議参加Stake Holderの母体の合意にて決定される。
今回はUSの取り込みがKeyとなる。



Liaison with ETSI WG1 on FVCWS & LCRW

(1) Inconsistency regarding the requirement of warning modality.

FVCWS : ● Visual information is mandatory
LCRW   : ● Audible information is mandatory

ISO WG14
FVCWS

ETSI WG1
LCRW

Visual Audible Haptic

●
●

●
●

●

●
● ●

●
●

ISO TC 204
WG14 

Action
ETSI will discuss the inconsistency on warning modality requirements and 
examine how they might modify ETSI draft taking ISO draft into 
consideration.

Status Report

ISO
 

他のSDO(Standard Development Organization) ISO
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(2) Main issues to be discussed

Activation timing of warning to the driver

ISO - FVCWS

FVCWS shall issue a collision warning when required deceleration exceeds a 

threshold value. The value shall not exceed 0.68g.

ETSI - LCRW

The driver warning shall be triggered at the right time to avoid a longitudinal 

collision between the LCRW equipped subject vehicle and an other equipped 

vehicle moving ahead.

Action

ETSI is now trying to determine the precise activation timing of warning 

to the driver. They will continue to examine the activation timing, taking 

FVCWS requirement into consideration.

FVCWS or LCRW
Warning to driver

Host Car Frontal Car

Sensor
Detection Car to Car

Communication
ISO

 

他のSDO(Standard Development Organization)
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ISO TC204 /WG14 委員登録状況



ISO TC204 /WG14 作業範囲 (Scope)



自動運転の技術分野とISO担当委員会



自動運転のレベルに応じた作業分担範囲

TC204/WG14 TC22/SC39/WG8 TC22/SC32



JAMA 自動運転Vison



ISO TC204 WG14 作業項目 （１）



ISO TC204 WG14 作業項目 （2）



ISO TC204 WG14 作業項目 （３）



ISO TC204 WG14 標準と基準の関係



ISO TC204 WG14 自動運転に関するRoad Map策定



ISO TC204 WG14 New Workitem Proposal





EV充電器規格の世界覇権、日本が中国を取り込み反転攻勢

日本と中国が、次世代の大容量EV（電気自動車）急速充電の統一規格を共同開発する。
CHAdeMO（チャデモ）方式（日本）、GB/T方式（中国）、コンボ方式（CSS。欧米）の3方
式が対立する熾烈な国際競争が展開されている急速充電市場において、シェア87％で第1位
の中国と7％で第2位の日本の連合をあわせると市場の94％となる。



Europe, US, JPの市場は飽和
各国2030年までには電気自動車のシェアを拡大する目標を設置
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